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University Gerhard Andersson 教授らの研究グループは、過⾷や嘔吐の問題を抱える⽇本⼈⼥
性が、インターネット上で取り組むことのできる、⽇本⽂化に適合した認知⾏動療法プログ
ラムを開発しました。本研究グループは、エビデンスの確認された認知⾏動療法の技法を、
オンライン治療でも同様の治療体験ができるように再構築し、研究協⼒者 12 名にインタビ
ューをした結果、開発したプログラムが⽇本⽂化に⾮常によく適合していることを明らか
にしました。 

インターネット上で取り組む本プログラムは、1 週
間に 1 回 15 分〜20 分程度で実施することができま
す。利⽤者は、⾃⾝の思考・⾏動パターンを振り返
り、よりストレスの少ない⾷習慣を確⽴していきま
す。本セルフヘルプ認知⾏動療法プログラムでは、
⾃宅にいながら⾃分のペースで認知⾏動療法に取
り組むことが可能です。また、通院の負担、時間の
負担が少ない利点があります。今後は、本プログラ
ムの実⽤性と有効性について検証することを通じ
て、神経性過⾷症で困っている⽅々にとって有益な
治療選択肢の１つになることを期待しています。 

 

本研究成果は、国際医学雑誌 Frontiers in Psychiatry 誌(オンライン版)に 8 ⽉ 23 ⽇付で掲載さ
れました。 
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